
179　富士川游の医療論における「宗教」の意義

富
士
川
游
の
医
療
論
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
意
義

島
田
　
雄
一
郎

一
、
問
題
の
所
在

　

富
士
川
游
（
一
八
六
五
─
一
九
四
〇
）
は
、
一
方
で
明
治
期
か
ら
昭

和
期
に
わ
た
っ
て
旺
盛
な
著
述
・
教
育
活
動
を
展
開
し
た
医
学
者
・

医
史
学
者
で
あ
り
、
他
方
で
大
正
期
か
ら
は
浄
土
真
宗
の
信
仰
に
基

づ
く
自
説
を
展
開
し
た
宗
教
論
者
で
も
あ
る（

（
（

。
医
療
論
と
宗
教
論
、

こ
の
二
つ
の
思
索
領
域
は
、
富
士
川
の
認
識
に
お
い
て
密
接
に
絡
み

合
っ
て
い
る（

（
（

。

　

富
士
川
に
は
、
こ
の
二
つ
の
思
索
領
域
が
交
錯
す
る
一
冊
の
著
作

が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
医
術
と
宗
教
』（
一
九
三
七
年
）
で
あ
る
。
こ
の

『
医
術
と
宗
教
』
を
、
そ
の
成
立
背
景
を
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
医
療
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
「
宗
教
」
な
る
も
の
を
要
請

す
る
富
士
川
の
医
療
論
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課

題
で
あ
る
。

　

医
学
者
と
し
て
の
富
士
川
游
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
近
代
日
本
に
お

け
る
医
史
学
の
確
立
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

こ
と
は
、
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
著
作
集
の
内
容
か
ら
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
富
士
川
の
著
作
は
、
そ
の
一
部
が
富
士
川
英
郎
編

『
富
士
川
游
著
作
集
』（
全
十
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
〇
─
八
二
年
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
の
大
半
は
、
医
療
に
関
す
る
も
の
、

と
り
わ
け
医
史
学
の
業
績
で
あ
る（

（
（

。
こ
う
し
た
傾
向
の
中
で
、
医
療

を
論
じ
る
文
脈
に
お
い
て
「
宗
教
」
な
る
も
の
を
要
請
す
る
富
士
川

の
認
識
の
特
質
と
そ
の
成
立
背
景
の
思
想
史
的
究
明
は
未
だ
十
分
に
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な
さ
れ
て
は
い
な
い（

（
（

。
以
上
の
こ
と
に
関
し
て
、
富
士
川
の
医
療
観

を
性
格
規
定
す
る
代
表
的
な
先
行
研
究
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
問
題
の
所
在
を
さ
ら
に
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

　

中
川
米
造
氏
は
、
明
治
期
以
降
に
著
さ
れ
た
諸
々
の
医
学
論
を
検

討
し
、
そ
れ
ら
の
論
述
の
態
度
を
五
つ
に
類
型
化
し
た（

（
（

。
そ
の
一
つ

に
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
頃
か
ら
大
正
初
期
ま
で
に
確
立
さ

れ
た
と
す
る
「
倫
理
的
（
医
道
論
的
）
態
度
」
が
あ
り
、
そ
の
代
表

的
論
者
と
し
て
富
士
川
游
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
中
川
氏
に
よ
れ
ば
、

富
士
川
は
医
学
に
お
け
る
倫
理
性
を
強
調
し
た
が
科
学
性
に
つ
い
て

は
む
し
ろ
否
定
的
で
あ
り
、
医
者
の
倫
理
性
を
高
め
る
た
め
に
彼
の

医
学
論
に
お
い
て
は
医
学
史
が
要
請
さ
れ
た（

（
（

。
以
上
の
明
治
期
以
降

の
医
学
論
の
類
型
的
理
解
と
富
士
川
の
医
療
観
の
性
格
規
定
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
佐
藤
純
一
氏
が
補
足
を
加
え
た
上
で
改
め
て
取
り
上

げ
中
川
氏
の
理
解
を
引
き
継
い
で
い
る（

（
（

。

　

こ
う
し
た
富
士
川
の
医
療
観
の
性
格
規
定
に
関
し
て
は
再
考
の
余

地
が
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
中
川
氏
や
佐
藤
氏
は
、
主
に
富
士

川
の
医
史
学
の
業
績
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
医
療
観
の

性
格
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
富
士
川
の
医
療

論
は
「
宗
教
」
な
る
も
の
を
要
請
す
る
ゆ
え
に
、
彼
の
医
史
学
の
業

績
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
彼
の
医
療
論
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
富
士

川
に
お
け
る
「
宗
教
」
な
る
も
の
と
は
何
か
を
明
確
に
し
た
上
で
、

な
ぜ
そ
れ
が
医
療
論
に
お
い
て
意
義
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
行
研
究
が
示
す
倫
理
性
の
強
調
や

科
学
性
の
否
定
と
い
っ
た
性
格
規
定
と
は
異
な
る
形
で
富
士
川
の
医

療
論
の
特
質
を
提
示
す
る
。

　

本
節
の
最
後
に
次
節
以
降
の
構
成
と
内
容
を
示
し
て
お
き
た
い
。

第
二
節
で
は
、「
宗
教
」
な
る
も
の
を
要
請
す
る
富
士
川
の
医
療
論

の
成
立
背
景
を
探
る
た
め
に
、
明
治
末
期
の
医
療
の
現
場
の
事
情
と

富
士
川
の
思
索
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期

に
か
け
て
は
、
そ
れ
ま
で
主
に
医
史
学
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
富

士
川
が
、
雑
誌
『
人
性
』
の
創
刊
や
宗
教
論
の
展
開
な
ど
新
た
な
思

索
へ
と
歩
を
進
め
た
時
期
に
当
た
る
。
同
時
期
に
は
医
者
自
身
に
よ

る
当
時
の
医
療
批
判
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
の
点
に
着
目

す
る
。
第
三
節
・
第
四
節
で
は
、『
医
術
と
宗
教
』
の
検
討
を
中
心

に
富
士
川
の
医
療
論
に
お
け
る
「
宗
教
」
な
る
も
の
の
意
義
を
考
察

す
る
。
末
節
で
は
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
、「
宗
教
」
な
る
も
の

を
要
請
す
る
富
士
川
の
医
療
論
の
特
質
を
示
す
。

二
、
明
治
末
期
の
医
療
事
情

　

富
士
川
游
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
広
島
医
学
校
を
卒

業
し
た
後
に
上
京
、
明
治
生
命
保
険
会
社
の
保
険
医
に
就
く
と
と
も

に
、
在
学
中
か
ら
医
学
雑
誌
『
中
外
医
事
新
報
』
に
論
文
を
寄
稿
し
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181　富士川游の医療論における「宗教」の意義

て
い
た
関
係
で
原
田
貞
吉
が
経
営
し
て
い
た
中
外
医
事
新
報
社
に

入
社
し
、
雑
誌
編
集
と
医
療
・
医
学
関
係
の
著
述
活
動
に
従
事
し

た
。
医
者
仲
間
の
呉
秀
三
・
土
肥
慶
蔵
ら
と
と
も
に
本
格
的
に
医
史

学
研
究
を
始
め
た
の
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
頃
か
ら
と
さ

れ
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
四
月
か
ら
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）

年
九
月
に
か
け
て
、
中
外
医
事
新
報
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
ド
イ
ツ

の
医
事
制
度
や
医
学
界
の
情
勢
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
と
、
内
科

学
、
と
り
わ
け
神
経
病
学
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ド
イ
ツ
留

学
を
果
た
し
た
。
帰
国
後
、
明
治
期
の
間
に
、
彼
の
医
史
学
の
代
表

的
業
績
と
な
る
『
日
本
医
学
史
』（
一
九
〇
四
年
）
と
『
日
本
疾
病
史
』

（
一
九
一
二
年
）
を
著
し
た
。

　

富
士
川
は
、『
日
本
医
学
史
』
を
刊
行
し
た
翌
年
の
一
九
〇
五
（
明

治
三
八
）
年
に
雑
誌
『
人
性
』
を
創
刊
し
た
。「
人
性
」
と
は“D

er 
M

ensch” 

の
訳
語
で
あ
り
、
雑
誌
創
刊
の
目
的
は
つ
ま
る
と
こ
ろ

「
人
間
と
は
何
か
」
を
考
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た（

（
（

。
創
刊
号
で
、
こ

れ
ま
で
の
「
人
性
の
研
究
」
は
「
精
神
的
」
方
面
に
傾
斜
し
て
お
り
、

「
身
体
の
構
造
及
び
人
類
の
根
原
」
な
ど
に
つ
い
て
は
学
者
の
研
究

課
題
と
し
て
看
過
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
た
上
で
、
そ
う
し
た
動
向
が

近
年
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
富
士
川
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
る
に
、
近
年
に
至
り
、
動
物
学
、
解
剖
学
、
及
び
生
理
学
が
、

人
体
に
つ
き
て
確
実
な
る
知
識
を
吾
人
に
賦
与
し
て
よ
り
、
人

性
を
研
究
す
る
学
問
、
新
に
興
り
、
吾
人
は
こ
れ
等
自
然
科
学

に
依
り
て
得
た
る
吾
人
現
在
の
知
識
を
標
準
と
し
、
人
類
の
器

質
的
発
育
、
社
会
的
発
展
、
及
び
精
神
的
発
展
を
科
学
的
に
研

究
す
る
こ
と
を
得
る
に
至
れ
り（

（
（

。

こ
こ
で
富
士
川
は
、
最
新
の
「
自
然
科
学
」
の
知
見
に
基
礎
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
人
性
」
を
「
科
学
的
」
に
研
究
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
当
時

最
先
端
の
西
洋
医
学
の
現
場
を
経
験
し
、
医
史
学
研
究
の
分
野
で
一

つ
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
富
士
川
は
、「
人
間
と
は
何
か
」
を
考
究

す
る
新
た
な
課
題
に
取
り
組
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
富
士
川
が
新
た
に
「
人
性
」
研
究
を
展
開
し
始

め
る
直
前
、
当
時
の
医
療
を
め
ぐ
る
認
識
に
影
響
を
与
え
た
著
作
が

世
に
出
た
。
す
な
わ
ち
、
近
藤
常
次
郎
（
一
八
六
四
─
一
九
〇
四
）
の

『
仰
臥
三
年
』（
一
九
〇
三
年
、
続
編
一
九
〇
四
年
）
で
あ
る（

（1
（

。
近
藤
は
、

帝
国
大
学
医
科
大
学
に
学
ん
だ
後
、
小
児
科
医
を
経
て
、
日
本
生
命

保
険
会
社
の
保
険
医
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）

年
に
保
険
医
学
の
研
究
を
目
的
と
し
た
留
学
か
ら
帰
っ
た
後
、
間
も

な
く
し
て
下
半
身
が
麻
痺
し
不
随
と
な
る
奇
病
に
罹
り
、
再
発
を
く

り
返
す
中
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
以
降
は
寝
た
き
り
の
入
院

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。『
仰
臥
三
年
』
は
、
そ
の
闘
病
の
際
に

書
か
れ
た
近
藤
の
思
索
の
記
録
で
あ
る
。

　

医
者
で
あ
り
な
が
ら
激
し
い
苦
痛
と
不
安
を
抱
え
る
病
者
と
な
っ

た
近
藤
は
、
み
ず
か
ら
の
体
験
に
基
づ
い
て
人
間
の
疾
病
と
は
何
か
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を
考
え
た
。
近
藤
に
よ
れ
ば
、
人
間
と
は
「
自
我
」（
主
観
的
意
識
）

を
本
体
と
す
る
「
身
体
」
及
び
「
精
神
」
を
兼
ね
備
え
た
存
在
で
あ

り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
人
間
の
疾
病
と
は
「
自
我
の
病
め
る
こ
と
」
と

定
義
で
き
る（

（1
（

。
以
上
の
よ
う
に
定
義
し
た
上
で
、
近
藤
が
治
療
に
お

い
て
何
よ
り
も
問
題
に
す
る
の
は
、
疾
病
を
抱
え
て
苦
痛
を
覚
え
て

い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
病
者
の
「
自
我
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
こ
の
「
病
め
る
自
我
」
の
存
在
は
、
当
時
の
「
医
術
」
の
限
界

の
中
で
、
身
体
的
症
状
の
回
復
を
断
念
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
藤
が

自
覚
し
た
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
の
発
見
に
基
づ
い
て
、
近

藤
は
現
状
の
自
然
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
「
医
術
」
が
「
病
め
る
自

我
」
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
。

吾
人
の
所
謂
疾
病
の
治
療
即
ち
医
術
と
は
此
病
的
原
因
〔
身
体

の
病
的
原
因
：
筆
者
注
〕
の
除
却
の
み
を
指
す
也
、
そ
の
治
療
の

研
究
と
い
ふ
こ
と
も
此
病
的
原
因
を
駆
除
す
る
こ
と
の
意
味
に

外
な
ら
ず
。
そ
れ
故
に
医
術
は
此
原
因
的
治
療
に
向
つ
て
は
科

学
的
知
識
を
発
揮
し
て
遺
憾
な
し
と
雖
も
病
め
る
自
我
に
対
し

て
は
何
等
の
処
置
を
も
施
さ
ず
し
て
全
く
放
任
主
義
を
取
り
来

れ
り（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
「
病
め
る
自
我
」
の
治
療
の
不
在
を
自
覚
し
た
近
藤

は
、
医
者
に
は
身
体
的
症
状
の
治
療
の
他
に
「
精
神
療
法
」
の
研
究

の
確
立
を
、
ま
た
看
護
の
重
要
性
を
説
き
、
看
護
者
に
は
「
精
神
看

病
法
」
の
研
究
の
確
立
を
提
言
し
た
。
さ
ら
に
、
病
者
自
身
に
対
し

て
も
、
み
ず
か
ら
病
苦
に
対
処
す
る
た
め
の
「
養
病
法
」
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
説
い
た（

（1
（

。

　

当
時
の
医
療
現
場
を
痛
烈
に
批
判
し
た
近
藤
の
『
仰
臥
三
年
』
は

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
中
西
直
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
当
時
を
代
表
す

る
仏
教
慈
善
病
院
で
あ
っ
た
早
稲
田
病
院
（
一
九
一
一
年
開
業
）
を
設

立
し
た
仏
教
者
の
西
島
覚
了
が
、
医
者
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
病
院

を
設
立
す
る
こ
と
を
思
い
至
っ
た
の
は
『
仰
臥
三
年
』
の
影
響
に

よ
る
。
富
士
川
も
こ
の
早
稲
田
病
院
設
立
に
協
力
し
た
一
人
で
あ
る（

（1
（

。

ま
た
、
仏
教
者
に
よ
る
医
療
事
業
に
関
連
し
た
こ
と
と
し
て
、
一
九

〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
、
富
士
川
は
医
学
者
の
片
山
国
嘉
ら
と
と

も
に
他
力
信
仰
に
よ
る
看
護
者
養
成
を
図
り
、
看
護
者
の
修
養
を
期

し
た
「
仏
教
主
義
愛
染
看
護
会
」
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一

一
（
明
治
四
四
）
年
に
は
、
国
家
医
学
会
が
東
京
帝
国
大
学
に
お
い

て
、
施
薬
救
療
に
関
す
る
講
演
会
を
開
き
、
こ
こ
に
浄
土
宗
の
学
僧

渡
辺
海
旭
や
片
山
ら
と
と
も
に
富
士
川
も
出
講
し
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
医

療
事
業
の
背
景
に
は
、
近
藤
が
認
識
し
た
よ
う
な
当
時
の
医
療
の
現

状
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

近
藤
の
『
仰
臥
三
年
』
の
他
に
、
明
治
後
期
の
医
療
を
め
ぐ
る
認

識
に
影
響
を
与
え
た
著
作
と
し
て
、
開
業
医
の
長
尾
折
三
（
一
八
六

六
─
一
九
三
六
）
の
『
噫
医
弊
』（
一
九
〇
八
年
）
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の
長
尾

も
、
近
藤
の
『
仰
臥
三
年
』
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、『
噫
医
弊
』

の
中
で
何
度
も
『
仰
臥
三
年
』
に
言
及
し
て
い
る
。
長
尾
は
『
噫
医
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183　富士川游の医療論における「宗教」の意義

弊
』
に
お
い
て
、
古
今
の
医
療
・
医
学
の
あ
り
方
を
比
較
し
な
が
ら

倫
理
性
が
欠
如
し
た
同
時
代
の
医
者
の
実
態
を
暴
露
し
、
当
時
の
医

療
・
医
学
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
。
こ
こ
で
は
特
に
、
当
時
の
医

療
・
医
学
の
あ
り
方
に
対
す
る
批
判
に
着
目
す
る
。

　

長
尾
は
、
世
間
の
人
々
が
想
像
し
信
頼
し
て
い
る
程
度
に
は
現

状
の
医
学
が
進
歩
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
疾
病
の
治
療
は

多
く
の
場
合
、「
天
然
経
過
」
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

た（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
現
状
の
医
学
の
限
界
性
を
認
識
し
た
上
で
、
医
学

そ
れ
自
体
が
「
実
験
科
学
」
と
し
て
さ
ら
に
発
達
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
な
が
ら
も
、「
専
門
分
科
」
の
発
達
が
必
ず
し
も
医
学
の
発

達
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
長
尾
は
主
張
し
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
認

識
の
背
景
に
は
、「
物
質
的
に
走
れ
る
科
学
的
偏
倚
の
医
学
」
を
危

惧
す
る
長
尾
の
医
学
観
が
あ
っ
た
。
彼
は
、「
医
学
本
来
の
性
質
は

一
と
一
を
合
せ
て
二
と
な
り
、
二
に
二
を
乗
じ
て
四
と
な
る
が
如
き

算
数
的
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
也
」
と
述
べ
、
医
学
を
単
純
に
そ
の
他

の
「
自
然
科
学
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
誤
り
だ
と
す
る
見
方
を
示

し
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
病
者
の
治
療
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
の
医
学
が
医
学
界
の
二
元
論
に
由
て
取
扱
は
る
ゝ
を
遺
憾
と

せ
ざ
る
を
得
ず
、
医
家
は
単
に
患
者
の
肉
体
を
の
み
支
配
す
れ

ば
足
る
と
な
し
、
精
神
界
の
事
に
至
り
て
は
挙
て
之
を
哲
学
者
、

宗
教
家
に
一
任
せ
ん
と
す
。
医
家
は
厭
く
ま
で
も
精
神
肉
体

を
兼
ね
司
る
一
元
論
者
と
し
て
患
者
に
臨
視
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、

苟
く
も
精
神
の
状
態
を
知
ら
ず
し
て
完
全
に
肉
体
を
治
療
せ
ん

と
す
る
が
如
き
は
到
底
不
可
能
事
た
る
を
免
れ
ず（

（2
（

。

長
尾
は
、「
肉
体
」
の
治
療
に
対
し
て
も
病
者
の
「
精
神
」
の
状
態

を
理
解
し
な
く
て
は
、
完
全
な
る
治
療
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
た
。
つ
ま
り
、
医
者
は
あ
く
ま
で
も
「
肉
体
」
と
「
精
神
」
を
相

関
的
に
捉
え
、
身
心
を
一
元
論
的
に
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
長
尾
は
、
当
時
の
医
学
の
限
界
性
の
自
覚
と
病

者
の
身
心
両
面
を
一
元
論
的
に
捉
え
る
治
療
が
本
来
の
医
療
の
あ
り

方
で
あ
る
と
す
る
医
療
論
を
展
開
し
た
。
近
藤
と
長
尾
の
医
療
論
に

共
通
し
て
い
る
点
は
、
現
状
の
「
医
術
」
が
病
者
の
身
体
的
症
状
の

治
療
に
傾
斜
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
人
間
と
は

「
身
体
」（
肉
体
）
と
「
精
神
」
を
兼
ね
備
え
た
存
在
で
あ
り
、
両
者

を
一
元
論
的
に
捉
え
る
（
近
藤
の
場
合
、
本
体
と
し
て
の
「
自
我
」
に
着
目

す
る
）
必
要
が
あ
る
と
す
る
点
、
ま
た
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
実

際
に
病
者
に
接
し
て
疾
病
の
治
療
を
す
る
「
医
術
」
は
、
現
状
の
ま

ま
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
近
藤
も
、
長
尾
も
、
現
状
の
医
学

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
「
自
然
科

学
」
の
方
法
論
に
基
づ
く
医
学
そ
れ
自
体
の
否
定
を
意
味
す
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
尾
は
前
述
の
通
り
、「
実
験
科

学
」
と
し
て
の
医
学
の
発
達
に
も
期
待
を
か
け
て
お
り
、
近
藤
も
同
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様
に
医
学
が
「
実
験
の
学
」
で
あ
り
「
科
学
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
し
て
い
る（

（2
（

。
両
者
と
も
、
現
状
の
医
学
が
「
自
然
科
学
」
に
基
づ

く
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
、
如
何
に
そ
の
限
界
を
克
服
す
る
か
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
近
藤
と
長
尾
の
医
療
論
は
、
富
士
川

の
思
索
の
過
程
に
も
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

当
初
「
人
性
」
が
「
科
学
的
」
に
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
期
待
を
込
め
て
い
た
富
士
川
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
の
論
考
「
人
性
の
研
究
」
に
お
い
て
は
、「
自
然
科
学
」
に
対
す

る
態
度
を
変
化
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

自
然
科
学
の
智
識
を
十
分
に
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
て
人
性
の
研

究
を
企
つ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
然
科
学
的
の
研

究
は
、
分
解
を
事
と
す
る
の
で
、
そ
の
力
を
部
分
的
穿
鑿
に
致

す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
纏
め
て
見
な
け
れ
ば
、
人
性
の
意

義
が
十
分
に
理
解
せ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
世
の
中
に
は
科
学
万

能
と
か
言
っ
て
、
何
で
も
か
で
も
科
学
で
説
明
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
言
う
人
も
あ
る
。
又
科
学
上
の
論
説
に
は
そ
う
い

う
よ
う
に
聞
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、

自
然
科
学
は
ま
だ
ま
だ
幼
稚
の
も
の
で
、
と
て
も
こ
れ
を
以
て

人
性
の
意
義
が
十
分
に
説
明
せ
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
故
に
吾

人
は
益
々
こ
れ
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
研

究
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
人
性
に
関
す
る
智
識
を
綜
合
せ
ね

ば
な
ら
ぬ（

（2
（

。

依
然
と
し
て
「
自
然
科
学
」
の
知
見
を
前
提
に
し
た
「
人
性
」
の
研

究
が
企
図
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
加
え
て
新
た
に
富
士
川

は
「
自
然
科
学
」
の
見
方
に
対
す
る
注
意
点
を
示
し
た
。
す
な
わ

ち
、「
自
然
科
学
」
が
万
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
研
究

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
「
綜
合
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
論
考
の
後
段
で
は
、「
自
然
科
学
」
の
他
に
「
法

律
、
経
済
、
倫
理
、
宗
教
、
哲
学
、
美
学
」
な
ど
の
諸
学
の
知
見
も

必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
う
し
た
諸
学
の
「
綜
合
」
と
し
て
、
富
士

川
は
「
人
性
」
の
研
究
を
構
想
し
た（

（2
（

。
現
状
の
「
自
然
科
学
」
の
知

見
だ
け
で
は
「
人
性
」
の
意
義
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
と
は
「
自
然
科
学
」
に

よ
る
把
捉
を
越
え
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
自
然
科
学
」
に
対
す
る
態
度
変
化
の
裏
で
、
富
士
川
は
「
自
然
科

学
」
の
把
捉
を
越
え
た
人
間
の
あ
り
方
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
人
間
存
在
の
認
識
に
伴
い
、
富
士
川
が
「
自
然
科
学
」

に
対
す
る
態
度
を
変
化
さ
せ
た
過
程
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
五
（
明
治

三
八
）
年
か
ら
一
九
一
二
（
大
正
二
）
年
の
期
間
は
、
近
藤
の
『
仰
臥

三
年
』
や
長
尾
の
『
噫
医
弊
』
が
世
に
出
て
広
く
影
響
を
与
え
て
い

た
時
期
に
重
な
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
通
り
、
同
時
期
に
富
士
川
は

仏
教
者
に
よ
る
医
療
事
業
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
近
藤
や
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185　富士川游の医療論における「宗教」の意義

長
尾
が
、
現
状
の
「
自
然
科
学
」
の
方
法
論
に
基
づ
く
医
療
の
限
界

を
克
服
す
る
た
め
に
議
論
を
展
開
し
て
い
た
時
期
に
、
富
士
川
も
人

間
存
在
の
認
識
を
進
展
さ
せ
、「
自
然
科
学
」
に
対
す
る
態
度
を
変

化
さ
せ
て
お
り
、
同
時
に
実
践
的
に
も
医
療
の
問
題
克
服
に
取
り
組

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
近
藤
と
長
尾
の
二
人
の
医
療
論
と
、
富
士
川
の
医
療
論

で
は
、
現
状
の
医
療
の
問
題
に
対
す
る
克
服
の
仕
方
が
異
な
る
。
近

藤
は
、「
治
療
学
」
に
お
い
て
医
学
は
「
宗
教
的
」
で
あ
る
と
は
述

べ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
宗
教
的
」
で
あ
っ
て
、「
宗
教
」

そ
れ
自
体
の
意
義
を
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
藤
の
認
識
に
お
い

て
医
学
と
「
宗
教
」
は
区
別
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
長
尾
も
同
様
に
、
人
間

の
「
精
神
界
」
を
担
う
者
と
し
て
「
宗
教
家
」
を
挙
げ
る
が
、「
宗

教
家
」
と
「
医
家
」
は
あ
く
ま
で
も
区
別
し
て
認
識
し
て
い
た（

（2
（

。
両

者
は
共
に
、「
学
問
」
と
い
う
認
識
枠
組
み
に
基
づ
き
、
医
療
と

「
宗
教
」
を
区
別
し
て
い
た
と
い
え
る
。
他
方
で
富
士
川
の
医
療
論

の
場
合
、
後
述
す
る
通
り
、
現
状
の
医
療
が
「
自
然
科
学
」
を
前
提

に
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
宗
教
」
な
る
も
の
を
積
極
的

に
要
請
す
る
形
で
、
現
状
の
医
療
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
医
療
の
あ

り
方
を
提
示
し
た
点
に
特
質
が
あ
る
。
次
節
以
降
、
こ
の
富
士
川
の

医
療
論
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
、「
宗
教
の
心
」
の
倫
理
的
意
義

　

富
士
川
の
思
索
は
大
正
初
期
に
再
び
画
期
を
迎
え
た
。
一
九
一

五
（
大
正
四
）
年
に
『
中
央
公
論
』
誌
上
に
寄
稿
し
た
論
文
「
親
鸞

聖
人
」
を
契
機
と
し
て
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
に
基
づ
き
積
極
的
に
宗

教
論
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
翌
年
に
は
、
親
鸞
聖
人
讃
仰

会
（
後
、
正
信
協
会
に
改
称
）
を
設
立
し
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に

機
関
誌
『
法
爾
』
を
創
刊
し
た
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は
、

中
山
太
陽
堂
の
店
主
中
山
太
一
が
、
文
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立

し
た
中
山
文
化
研
究
所
の
所
長
に
就
任
し
た
。『
医
術
と
宗
教
』
を

刊
行
し
た
の
は
、
富
士
川
が
亡
く
な
る
三
年
前
、
一
九
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

本
節
で
は
以
下
、
ま
ず
は
富
士
川
に
お
け
る
「
宗
教
」
な
る
も
の

と
は
何
か
を
明
確
に
し
た
上
で
、『
医
術
と
宗
教
』
に
お
い
て
、
彼

が
主
張
す
る
「
宗
教
」
な
る
も
の
の
意
義
の
一
つ
を
倫
理
的
意
義
と

し
て
析
出
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
富
士
川
に
お
い
て
「
倫
理
」

と
は
、「
道
徳
」
と
は
異
な
り
、「
宗
教
」
に
根
拠
付
け
ら
れ
た
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

富
士
川
の
宗
教
論
は
、
教
義
や
宗
派
や
儀
礼
な
ど
の
「
組
織
的
宗

教
」
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
宗
教
的
感
情
」「
宗
教
の
心
」

な
ど
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
の
特
殊
な
「
精
神
」
の
現
象
を
問
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題
に
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
（
五
一
─
五
二
頁
）。
ゆ
え
に
、
富
士
川

が
医
療
論
に
お
い
て
要
請
す
る
「
宗
教
」
な
る
も
の
も
、
こ
の
「
宗

教
の
心
」
の
こ
と
を
指
す
。
富
士
川
は
「
宗
教
の
心
」
の
現
象
を
以

下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

外
方
よ
り
の
刺
戟
が
対
象
と
し
て
自
我
に
対
し
て
い
る
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
何
た
る
か
が
明
瞭
に
意
識
せ
ら
れ
ず
、

不
思
議
に
も
快
の
感
情
が
あ
ら
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
我
々
人
間
の
精
神
は
普
通
に
は
外
方
よ
り
の
刺
戟
を
意
識

す
る
こ
と
に
よ
り
て
そ
の
反
応
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
に
反
し

て
、
宗
教
の
場
合
に
あ
り
て
は
そ
の
対
象
が
十
分
明
瞭
に
意
識

せ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
特
徴
と
す
る
の
で
あ
る
。（
五
四
頁
）

通
常
の
場
合
、
人
間
の
「
自
我
」
は
明
瞭
に
意
識
で
き
る
外
部
か
ら

の
刺
戟
に
対
し
て
、「
快
」
や
「
不
快
」
の
感
情
を
あ
ら
わ
す
も
の

で
あ
る
が
、「
宗
教
の
心
」
の
場
合
は
、
そ
の
外
部
の
刺
戟
が
十
分

に
意
識
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
確
か
に
「
快
の
感
情
」
だ
け
が

不
思
議
と
意
識
さ
れ
る
と
富
士
川
は
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
よ
う
な
「
自
我
」
に
は
因
果
関
係
が
明
瞭
で
は
な
い
「
宗
教
の

心
」
の
現
象
に
つ
い
て
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
や
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
な
ど

の
宗
教
心
理
学
、
あ
る
い
は
フ
ロ
イ
ト
ら
の
精
神
分
析
学
な
ど
の
所

見
を
富
士
川
は
参
照
し
、「
宗
教
」
が
「
潜
意
識
（
下
意
識
）」
に
基

づ
く
と
す
る
仮
説
を
正
当
の
も
の
と
し
て
評
価
し
た
上
で
、
彼
自
身

は
「
宗
教
の
心
」
の
所
在
を
「
精
神
の
深
奥
」
と
表
現
し
た
（
五
四

─
五
五
頁
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
宗
教
」
を
「
宗
教
の
心
」
と
し
て
捉
え
、
あ

く
ま
で
も
人
間
の
特
殊
な
「
精
神
」
の
現
象
、
と
り
わ
け
「
感
情
」

と
し
て
理
解
す
る
富
士
川
は
、
神
仏
な
ど
の
「
宗
教
」
に
お
け
る
崇

拝
の
対
象
を
「
主
観
の
状
態
が
そ
の
ま
ま
客
観
に
投
影
」
さ
れ
た
も

の
と
し
て
認
識
し
た
（
七
〇
頁
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
客
観

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
神
」
や
「
仏
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
「
或
物
」
が
元
来
、
自
我
意
識
に
お
い
て
は
明
瞭
で
は
な
い
、

と
富
士
川
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
医
術
と
宗
教
』
の
翌

年
に
刊
行
し
た
『
宗
教
の
教
養
』（
一
九
三
八
年
）
に
お
い
て
、
富
士

川
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
は
『
或
物
』
に
対
す
る
自
我
の
態
度
が
此
の
如
く
宗
教
的
で

あ
る
こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
そ
の
宗
教
的
対
象
た
る
『
或
物
』

が
我
々
の
思
議
に
よ
り
て
は
明
瞭
と
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
が
重
要
の
因
子
で
あ
る
こ
と
を
信
ず
る
。
か
や
う

に
し
て
、『
或
物
』
に
神
或
は
仏
の
名
称
を
附
け
た
に
し
て
も
、

そ
の
本
質
が
我
々
に
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
そ
れ
に

対
し
て
あ
ら
は
る
べ
き
自
我
の
態
度
が
功
利
的
な
ら
ざ
る
と
こ

ろ
に
真
実
の
宗
教
が
あ
ら
は
れ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

富
士
川
が
考
え
る
「
真
実
の
宗
教
」
に
お
い
て
、
宗
教
的
対
象
で
あ

る
と
こ
ろ
の
神
仏
は
、
あ
く
ま
で
も
「
自
我
」
に
対
し
て
明
瞭
な
ら

ざ
る
「
或
物
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
或
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187　富士川游の医療論における「宗教」の意義

物
」
が
「
自
我
」
に
明
瞭
に
意
識
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

そ
れ
に
直
面
し
た
「
自
我
」
の
態
度
も
「
功
利
的
」
な
ら
ざ
る
態
度

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
宗
教
の
心
」
の
現
象

に
お
け
る
「
自
我
」
の
「
功
利
的
」
な
ら
ざ
る
態
度
に
つ
い
て
、
富

士
川
は
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
に
説
い
た
。

こ
の
体
験
の
特
殊
と
す
べ
き
こ
と
は
、
結
合
の
感
情
と
自
由
の

感
情
と
を
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
あ
ら
わ
れ
た

る
宗
教
の
心
は
道
徳
を
超
越
し
て
善
と
悪
と
を
別
つ
こ
と
な
く
、

し
か
も
善
と
悪
と
の
概
念
を
超
越
し
て
為
す
と
こ
ろ
に
そ
の
行

為
は
道
徳
の
規
範
に
背
か
ざ
る
の
で
あ
る
。
又
そ
れ
は
論
理
的

の
認
識
に
依
る
も
の
で
な
く
、
却
て
そ
れ
を
超
越
し
て
精
神
の

自
然
力
を
は
た
ら
か
す
も
の
で
あ
る
か
ら
所
謂
本
能
作
用
と
し

て
最
高
の
も
の
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
、
そ
れ

は
畢
竟
、
精
神
の
自
然
力
の
活
動
で
あ
る
が
た
め
に
人
間
の
普

通
の
意
志
に
比
す
れ
ば
遥
か
に
強
い
も
の
で
あ
る
。
又
そ
の
行

為
は
意
識
し
て
為
さ
れ
た
る
結
論
に
依
る
も
の
で
な
く
、
自
か

ら
に
し
て
、
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
心
が
動
き
て
何
と
な
く
こ
れ

を
為
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
常
に
全
く
功
利
的
を
離
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。（
五
六
頁
）

つ
ま
り
、「
宗
教
の
心
」
の
現
象
は
、
道
徳
の
概
念
的
把
握
を
必
要

と
せ
ず
に
体
験
者
に
お
の
ず
か
ら
道
徳
に
背
か
な
い
行
為
を
可
能
に

さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
体
験
者
の
「
論
理
的
の
認
識
」
や
「
意
識
」
に

よ
る
行
為
で
は
な
く
、「
精
神
の
自
然
力
」
に
よ
る
本
能
的
な
行
為

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
富
士
川
は
、
人
間
の
認
識
を
越

え
た
「
宗
教
の
心
」
に
根
差
し
て
こ
そ
「
道
徳
」
が
成
り
立
つ
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
富
士
川
の
倫
理
観
は
、『
医
術
と
宗
教
』
を
叙
述
し

た
経
緯
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
富
士
川
は
そ
の
序
言
で
、「
今
日
の

状
勢
は
已
む
こ
と
を
得
ず
、
医
家
殊
に
若
年
の
医
家
に
対
し
て
医
家

の
倫
理
が
忽
諸
に
附
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
か

ね
ば
な
ら
ぬ
」（
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
医
術
と
宗
教
』

の
執
筆
目
的
の
一
つ
は
、
医
者
の
倫
理
を
説
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
医
者
の
倫
理
を
主
題
と
し
た
著
述
は
既
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
医
術
と
宗
教
』
を
出
版
す
る
二
年
前
に
刊
行
し
た
『
医
箴
』（
一
九

三
五
年
）
で
あ
る
。『
医
箴
』
と
は
、
す
で
に
一
九
〇
九
（
明
治
四
〇
）

年
に
富
士
川
が
所
属
し
て
い
た
私
立
奨
進
医
会
が
発
表
し
た
医
者
の

倫
理
的
規
範
十
五
則
に
、
各
則
に
関
わ
る
先
哲
の
言
葉
を
例
証
と
し

て
加
え
た
箴
言
集
で
あ
る
。
単
に
医
者
が
守
る
べ
き
徳
目
を
説
く
だ

け
が
目
的
な
ら
ば
、
こ
の
『
医
箴
』
で
事
足
り
る
。『
医
箴
』
が
あ

り
な
が
ら
も
さ
ら
に
医
者
の
倫
理
を
説
く
『
医
術
と
宗
教
』
を
富
士

川
が
著
述
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
道
徳
的
な
行
為
の
実

現
に
は
必
ず
「
宗
教
の
心
」
の
体
験
が
必
要
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
富
士
川
に
お
い
て
、
倫
理
を
成
り
立
た
せ
る
前
提
と
し
て
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「
宗
教
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
道
徳

的
行
為
の
実
現
が
、
逆
説
的
に
道
徳
的
行
為
の
挫
折
に
よ
っ
て
実
現

す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
実
際
、「
宗
教
の
心
」
が
起
こ
る
契
機
と

し
て
富
士
川
は
「
内
観
」
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
「
内

観
」
と
は
、「
概
念
的
に
思
惟
せ
ら
れ
た
る
自
分
」
の
価
値
が
否
定

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
真
実
の
自
分
」
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
っ

た（
（2
（

（
八
八
頁
）。

　

さ
ら
に
具
体
的
に
見
る
と
、
富
士
川
は
こ
う
し
た
「
内
観
」
の
過

程
を
「
道
徳
的
の
内
観
」
と
「
宗
教
的
の
内
観
」
の
二
段
階
に
分
け

て
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
道
徳
的
の
内
観
」
と
は
、
自
分
自
身

が
道
徳
的
規
範
を
理
解
し
て
は
い
て
も
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
を
思
い
知
っ
た
上
で
、
改
め
て
理
想
に
向
か
っ
て
自
分
を
善
良
の

も
の
に
し
よ
う
と
み
ず
か
ら
努
力
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
（
八

六
─
八
七
頁
）。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
道
徳
に
躓
か
ざ
る
を
得
ぬ
」

の
が
自
分
自
身
で
あ
る
た
め
に
、
道
徳
的
規
範
の
実
行
の
努
力
と
挫

折
は
た
だ
く
り
返
さ
れ
る
の
み
で
実
現
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
よ

う
に
「
道
徳
的
の
内
観
」
に
よ
っ
て
思
い
知
っ
た
自
分
自
身
と
は
、

あ
く
ま
で
も
「
思
惟
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
る
」
理
想
的
な
自
分
の
像

を
追
い
か
け
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
「
真
実
の
自
分
」
で
は
な

い
。
富
士
川
に
よ
れ
ば
、「
真
実
の
自
分
」
を
自
覚
す
る
に
は
、「
宗

教
的
の
内
観
」
に
ま
で
達
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
宗
教
的
の
内

観
」
と
は
、
み
ず
か
ら
の
力
で
は
ど
う
し
て
も
道
徳
的
規
範
を
実
行

で
き
な
い
自
分
自
身
の
「
醜
悪
・
羸
劣
な
る
相
」
を
自
覚
す
る
こ
と

で
あ
る
（
八
八
頁
）。
以
上
の
「
内
観
」
の
過
程
を
契
機
と
し
て
「
宗

教
の
心
」
の
現
象
が
起
こ
る
。

元
来
我
々
人
間
は
一
つ
の
個
体
と
し
て
宇
宙
の
一
部
を
成
す
も

の
で
あ
る
。
我
々
人
間
が
有
す
る
と
こ
ろ
の
小
さ
い
力
は
宇
宙

の
偉
大
な
る
力
の
一
部
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

我
々
が
深
く
内
観
し
て
、
自
分
の
小
さ
い
個
体
と
、
小
さ
い
力

と
に
気
が
附
く
と
き
は
、
か
よ
う
な
小
さ
い
も
の
が
偉
大
な
る

も
の
に
包
容
せ
ら
れ
て
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
い
こ

と
が
思
わ
れ
、
自
分
の
価
値
が
全
く
否
定
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
、

先
ず
そ
の
外
界
に
対
し
て
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
心
が
起
り
、
快

感
の
情
を
以
て
外
界
よ
り
の
刺
戟
の
中
の
或
物
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。（
八
〇
─
八
一
頁
）

「
宗
教
的
の
内
観
」
に
よ
っ
て
「
宇
宙
」
と
自
分
自
身
と
の
関
係
が

自
覚
さ
れ
、「
宇
宙
」
の
一
部
で
あ
る
自
分
自
身
が
「
偉
大
な
る
も

の
」
に
包
容
さ
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
の
有
り
難
さ
に
思
い
至
り
、

そ
れ
と
と
も
に
自
分
自
身
の
価
値
が
全
く
否
定
さ
れ
感
謝
の
念
が
起

こ
り
、「
快
感
の
情
」
に
よ
っ
て
「
或
物
」
を
感
知
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
つ
ま
り
、「
真
実
の
自
分
」
と
は
、「
偉
大
な
る
も
の
」
に
包

容
さ
れ
た
「
小
さ
い
個
体
」「
小
さ
い
力
」
と
し
て
の
自
分
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
「
宇
宙
」（
偉
大
な
る
も
の
）
と
自
分
自
身
と
の
関
係
を

自
覚
し
、
自
分
の
価
値
が
全
く
否
定
さ
れ
た
人
間
に
し
て
は
じ
め
て
、
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189　富士川游の医療論における「宗教」の意義

「
宗
教
の
心
」
が
体
験
さ
れ
お
の
ず
か
ら
道
徳
的
行
為
が
可
能
と
な

る
と
富
士
川
は
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
富
士
川
に
お
け
る
「
宗
教
の
心
」
と
は
、「
自

我
」
の
意
識
に
は
明
瞭
で
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
不
可
知
な
「
精
神

の
深
奥
」
に
お
い
て
起
こ
り
、
そ
こ
で
の
「
或
物
」
の
感
知
の
体
験

が
「
自
我
」
の
態
度
を
決
定
づ
け
、
お
の
ず
か
ら
道
徳
的
な
行
為
の

実
現
を
可
能
に
さ
せ
る
「
精
神
」
の
現
象
を
指
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

「
宗
教
の
心
」
の
現
象
に
倫
理
的
意
義
が
あ
る
こ
と
を
、
医
療
論
で

あ
る
と
こ
ろ
の
『
医
術
と
宗
教
』
に
お
い
て
あ
え
て
主
張
し
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
富
士
川
の
医
療
論
に
お
け
る
「
宗
教
の
心
」
の
意
義
は
、

倫
理
的
意
義
を
認
め
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
践
的
と
も
い
え
る
治
療

的
意
義
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

四
、「
宗
教
の
心
」
の
治
療
的
意
義

　

富
士
川
は
、
医
者
が
病
者
に
対
す
る
際
に
最
重
要
と
す
る
点
を
以

下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

医
家
が
病
人
に
対
し
て
、
そ
の
任
務
を
尽
す
に
方
り
て
最
も
重

要
な
る
も
の
は
宗
教
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
畢
竟
す
る

に
、
そ
れ
は
医
家
が
病
人
に
接
し
て
為
す
べ
き
こ
と
の
第
一
に

位
す
る
も
の
は
疾
病
に
悩
み
た
る
人
間
の
深
奥
に
存
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
四
五
頁
）

こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
「
宗
教
」
の
意
義
は
、
前
節
で
確
認
し
た

倫
理
的
意
義
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
問
題
に
さ

れ
て
い
る
の
は
、
病
者
に
対
す
る
医
者
の
道
徳
的
行
為
で
は
な
く
、

疾
病
に
悩
む
人
間
の
「
深
奥
に
存
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
を
把
握
す

る
と
い
う
治
療
の
過
程
に
関
わ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本

節
で
は
、
病
者
の
治
療
の
過
程
に
お
い
て
、
富
士
川
が
「
宗
教
の

心
」
に
如
何
な
る
意
義
を
見
出
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
富
士
川
が
「
医
術
」
の
対
象
を
如
何
に
認
識
し
て
い
た
の

か
を
見
て
お
き
た
い
。
富
士
川
に
お
い
て
「
医
術
」
と
は
、「
人
間

の
疾
病
を
治
療
す
る
の
方
術
」（
二
一
頁
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
医

術
」
に
お
い
て
着
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
疾
病
」
と
い

う
概
念
で
は
な
く
「
病
人
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

疾
病
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
き
は
、
そ
れ
が
何
か
具
体
的
の
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
又
そ
れ
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
事
実
は
決
し
て
そ
う
で
な

く
、
疾
病
と
い
う
も
の
は
抽
象
的
の
概
念
に
し
て
決
し
て
世

の
中
に
存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
又
そ
れ
が
人
間
を
離
れ
て
考

え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

疾
病
と
い
う
は
実
際
、
そ
れ
を
観
察
す
る
も
の
が
抽
象
的
に
考

え
て
そ
う
名
づ
け
た
も
の
で
、
決
し
て
具
体
的
に
存
在
す
る
と
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こ
ろ
の
独
立
の
も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
に
存
在
す
る
も
の
は

疾
病
に
罹
り
た
る
人
間
す
な
わ
ち
病
人
で
あ
る
。（
三
六
頁
）

「
医
術
」
に
お
い
て
は
、
病
者
が
存
在
す
る
か
ら
疾
病
が
問
題
に
な

る
の
で
あ
っ
て
、
病
者
を
離
れ
て
疾
病
な
る
も
の
を
問
題
に
す
る

こ
と
は
意
味
が
な
い
。「
医
術
」
の
対
象
は
、
あ
く
ま
で
も
具
体
的

な
存
在
、
す
な
わ
ち
病
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
富
士
川
は
別
の
箇
所

で
、「
疾
病
と
は
そ
の
器
官
の
解
剖
学
的
変
化
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の

変
化
に
本
づ
く
機
能
障
碍
を
意
識
し
て
苦
悩
を
感
ず
る
精
神
状
態
」

（
六
頁
）
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
医
術
」
の
対
象
と

は
疾
病
で
は
な
く
疾
病
に
罹
っ
た
人
間
で
あ
り
、
し
か
も
、
身
体
的

な
病
理
現
象
よ
り
も
、
そ
れ
を
意
識
し
て
苦
悩
す
る
人
間
の
精
神
状

態
の
方
に
こ
そ
着
目
す
る
の
が
、
富
士
川
の
「
医
術
」
に
対
す
る
基

本
的
な
視
座
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
富
士
川
は
病
者
の
身
体
的
症
状

を
軽
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
「
医
術
」
の
基
礎
は
「
科

学
的
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
認
識
を
示
し
て
お
り
（
三
頁
）、

さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

従
来
医
学
が
主
と
し
て
務
め
た
と
こ
ろ
は
人
間
の
身
体
的
方
面

で
、
こ
れ
は
自
然
科
学
の
方
法
に
よ
り
て
そ
の
目
的
を
達
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
固
よ
り

人
間
の
全
体
で
は
な
い
。（
中
略
）
医
家
は
病
人
に
対
し
て
、
単

に
そ
れ
を
身
体
的
の
人
間
と
の
み
見
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
又

精
神
的
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
に
対
し
て

そ
の
方
術
を
適
正
に
施
す
こ
と
を
重
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

う
し
て
、
そ
れ
に
は
自
然
科
学
と
哲
学
と
の
外
に
、
大
い
に
宗

教
の
力
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。（
四
五
頁
）

人
間
が
身
体
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
で
も
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
上
で
、「
自
然
科
学
」
と
「
哲
学
」
の
他
に
「
宗
教
の
力
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
富
士
川
は
示
し
た
。
つ
ま
り
、
現
状
の

「
医
術
」
が
「
自
然
科
学
」
の
知
見
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
現
状
の
「
医

術
」
が
何
を
看
過
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
む
し
ろ
そ
の
看

過
さ
れ
た
部
分
が
「
医
術
」
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
と
富
士
川
は

認
識
し
た
の
で
あ
る
。
改
め
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
疾
病
に
悩
む
病
者

の
「
精
神
」
で
あ
っ
た
。

　

富
士
川
は
、
こ
の
病
者
の
「
精
神
」
的
な
悩
み
を
、
ま
ず
は
分
析

的
に
二
つ
に
分
類
し
た
。
一
つ
は
「
受
動
的
」
な
も
の
だ
と
し
て
、

日
常
生
活
の
活
動
や
栄
養
の
摂
取
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
運

動
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
苦
悩
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
（
三
三
頁
）。

も
う
一
つ
は
「
不
快
感
情
の
発
呈
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
性
や
疾

病
の
症
状
（
特
に
痛
み
）
の
程
度
に
よ
っ
て
差
は
あ
れ
ど
も
、
い
ず

れ
に
し
て
も
「
不
快
感
情
」
が
増
す
と
苦
悩
と
な
り
、
あ
る
い
は
恐

怖
、
と
り
わ
け
「
死
の
恐
怖
」
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
と
さ
れ
る
（
三

三
─
三
四
頁
）。

　

さ
ら
に
、
こ
の
後
者
の
「
死
の
恐
怖
」
の
念
が
、
特
に
不
治
の
病

日本思想史学-論文8-島田雄一郎氏　　［出力］ 2015年9月25日　午後3時32分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



191　富士川游の医療論における「宗教」の意義

者
や
重
病
人
に
お
い
て
強
く
な
る
と
、
疾
病
の
経
過
に
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
著
し
い
と
も
富
士
川
は
述
べ
て
い
る
（
一
一
一
頁
）。
そ

し
て
、
こ
の
病
者
の
「
死
の
恐
怖
」
の
念
に
対
し
て
医
者
が
対
応
す

る
際
に
、「
自
然
科
学
」
や
「
哲
学
」
で
は
な
く
、「
宗
教
の
力
」
に

意
義
が
与
え
ら
れ
た
。

病
人
の
精
神
が
安
定
し
て
み
だ
り
に
動
か
ず
、
死
に
処
し
て
泰

然
自
若
た
る
こ
と
は
そ
の
疾
病
の
治
癒
を
期
す
る
こ
と
に
於
て
、

最
も
望
ま
し
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
病
人
に
対
す
る

医
家
の
態
度
も
同
じ
く
死
に
処
し
て
泰
然
自
若
に
し
て
病
人
を

し
て
疑
惧
の
心
を
起
さ
し
め
ざ
る
こ
と
を
要
す
る
。
又
一
方
に

あ
り
て
は
、
死
の
恐
怖
に
対
し
て
相
応
の
示
説
を
な
し
以
て
病

人
を
し
て
安
ん
じ
て
病
苦
に
忍
従
せ
し
め
、
こ
れ
に
よ
り
て
そ

の
疾
病
の
経
過
を
善
良
な
ら
し
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
目

的
を
達
す
る
が
た
め
に
第
一
必
要
な
る
こ
と
は
医
家
の
心
が
宗

教
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
一
一
一
頁
）

こ
こ
で
富
士
川
は
、
疾
病
の
治
癒
に
期
待
す
る
場
合
、
病
者
の
「
死

の
恐
怖
」
に
対
処
す
る
た
め
に
医
者
自
身
が
死
に
対
し
て
落
ち
着
き

動
じ
な
い
こ
と
、
ま
た
病
者
を
安
心
さ
せ
病
苦
に
耐
え
さ
せ
る
た
め

に
医
者
自
身
が
「
死
の
恐
怖
」
に
対
処
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
自
説
を

展
開
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
た
め

に
医
者
が
「
宗
教
の
心
」
を
発
揮
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
医
者
と
病
者
の
治
療
上
の
関
係
性

に
お
い
て
、「
宗
教
の
心
」
が
実
践
的
意
義
を
見
出
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
死
と
そ
れ
に
対
す
る
恐
怖
に
つ
い
て
、
富
士
川
は
ま
ず

で
き
る
限
り
「
科
学
的
」
に
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、

富
士
川
に
よ
れ
ば
、
人
間
に
お
け
る
死
と
は
身
体
と
と
も
に
身
体
の

機
能
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
意
識
の
消
滅
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
個
人
と

し
て
現
存
し
た
る
も
の
が
全
然
消
滅
す
る
」
こ
と
で
あ
る
（
一
一
三

頁
）。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、「
死
の
恐
怖
」
と
い
う
「
理
性
」

に
よ
っ
て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
本
能
的
と
も
い
え
る
現
象
が

あ
る
。
た
だ
し
、「
死
の
恐
怖
」
と
は
、
実
は
「
死
そ
の
も
の
」
を

恐
怖
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
死
の
観
念
」
と
い
う
観
念
的
な
対
象

を
恐
怖
す
る
こ
と
で
あ
る
（
一
一
一
頁
）。
富
士
川
は
、
こ
の
よ
う
に

死
に
対
し
て
「
科
学
的
」
な
説
明
を
施
し
た
上
で
、「
理
性
」
で
は

如
何
と
も
し
難
い
本
能
的
な
「
死
の
観
念
」
の
恐
怖
に
対
し
て
、
改

め
て
「
宗
教
の
心
」
の
体
験
に
よ
っ
て
「
来
世
の
思
想
」
が
起
こ
る

こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

富
士
川
に
お
い
て
、「
宗
教
の
心
」
が
捉
え
る
「
来
世
」
と
は
、

「
現
在
の
世
界
か
ら
離
れ
た
る
世
界
が
独
立
し
て
存
在
す
る
」
と
い

う
非
科
学
的
な
意
味
で
は
な
く
、
現
在
に
生
き
る
人
々
の
「
理
想
の

心
境
」「
死
後
に
求
む
る
心
の
世
界
」
と
い
う
体
験
に
基
づ
く
認
識

の
こ
と
を
指
す
（
一
一
三
頁
）。
さ
ら
に
、
仮
に
「
宗
教
の
心
」
が
起

こ
れ
ば
、「
来
世
」
は
そ
こ
に
生
れ
て
見
な
く
て
は
わ
か
ら
ぬ
と
い
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っ
た
よ
う
な
漠
然
と
し
た
も
の
で
も
、「
科
学
的
」
に
有
無
を
研
究

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
必
ず
無
く
て
は
な
ら
な

い
世
界
と
し
て
確
信
に
変
わ
る
と
彼
は
述
べ
て
い
る
（
一
一
六
頁
）。

　

こ
の
「
宗
教
の
心
」
の
現
象
に
よ
っ
て
「
来
世
」
を
確
信
す
る
こ

と
こ
そ
が
、「
死
の
恐
怖
」
に
悩
む
病
者
の
治
療
の
過
程
に
お
い
て

富
士
川
が
最
も
重
視
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
富
士
川
に
よ
れ
ば
、
苦
悩

と
は
人
間
の
「
生
活
」
そ
の
も
の
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
苦
悩
そ

れ
自
体
が
消
し
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
病
者
は
こ
の
「
来
世
」

の
確
信
に
よ
っ
て
苦
悩
に
左
右
さ
れ
な
く
な
る
（
一
一
四
頁
）。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
「
宗
教
の
心
」
を
発
揮
さ
せ
た
医
者
こ
そ
が
、
苦
悩
を

十
分
に
「
慰
諭
し
て
病
人
を
し
て
安
楽
な
ら
し
め
る
」
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
主
張
し
た
（
一
一
六
頁
）。

　

つ
ま
り
、
本
能
的
と
も
い
え
る
「
死
の
観
念
」
の
恐
怖
の
克
服
は
、

「
理
性
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
間
の
「
感
情
」
に
基
づ
く
「
宗

教
の
心
」
の
現
象
が
起
こ
る
こ
と
で
必
然
的
に
確
信
さ
れ
る
「
来
世

の
思
想
」
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
彼
は
説
い
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
死
の
観
念
」
の
恐
怖
の
克
服
と
い
う
課
題
に
対
し
て

富
士
川
が
『
医
術
と
宗
教
』
で
示
し
た
答
え
は
、
彼
の
長
年
の
研
究

と
体
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
富
士
川
は
、
明
治
末
期
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
、
人
間
が
死
に
苦
し
み
死
を
恐
怖
す
る
と
は
如
何
な

る
現
象
な
の
か
、
あ
る
い
は
病
者
の
心
理
現
象
と
は
如
何
な
る
も
の

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
く
り
返
し
考
察
し
て
い
た（

（3
（

。
富
士
川
が
人
間

の
死
の
苦
し
み
や
病
者
の
心
理
に
つ
い
て
考
察
す
る
理
由
は
、
そ
の

考
察
が
看
護
療
法
に
お
い
て
最
重
要
で
あ
り
、
ま
た
不
治
や
瀕
死
の

病
者
に
接
す
る
医
者
の
対
応
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
富
士
川
は
宗
教
論
を
展
開
し
始
め
る

最
初
期
の
段
階
で
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
の
作
用
に
つ
い
て
み
ず
か
ら

の
臨
床
経
験
に
基
づ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
も
医
者
の
端
く
れ
に
列
つ
て
居
ま
す
か
ら
多
く
の
患
者
に
接

し
ま
す
が
、
平
生
は
豪
そ
う
な
事
を
云
つ
て
居
る
人
で
も
、
一

度
死
際
と
な
る
と
平
生
の
考
は
何
の
役
に
も
立
た
ず
、
多
く
は

随
分
見
苦
し
い
死
際
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
そ
こ

に
な
る
と
真
宗
の
信
者
は
感
心
な
者
で
、
学
問
あ
り
教
育
あ
る

人
で
も
取
り
乱
し
や
す
い
こ
ん
な
場
合
に
も
平
然
と
し
て
運
命

に
安
ん
じ
、
決
し
て
い
の
り
祈
祷
や
お
呪
ひ
な
ど
す
る
事
な
く
、

医
師
に
ま
か
せ
て
少
し
も
騒
ぎ
ま
せ
ん（

（3
（

、（
後
略
）

以
上
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
講
演
の
記
録
で
あ
る
。
人
が
み

ず
か
ら
の
運
命
を
受
け
容
れ
、
安
ら
か
に
臨
終
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
こ
に
信
仰
の
力
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
富
士
川
は
早
く
か
ら
認

識
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
信
仰
の
力
と
は
、「
い
の
り
祈
祷
や
お
呪

ひ
」
な
ど
に
と
り
す
が
る
こ
と
で
は
な
く
、
平
然
と
し
て
み
ず
か
ら

の
運
命
に
安
ん
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
後
期
か
ら
富
士
川
は
死
に

対
す
る
人
間
心
理
や
病
者
心
理
を
考
察
し
て
い
た
が
、
死
に
対
す
る
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193　富士川游の医療論における「宗教」の意義

苦
し
み
や
恐
怖
を
当
事
者
が
克
服
す
る
に
あ
た
り
、
信
仰
の
力
が
有

効
で
あ
る
こ
と
も
彼
は
み
ず
か
ら
の
臨
床
経
験
か
ら
認
識
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
富
士
川
は
、
で
き
る
限
り
「
自
然

科
学
」
の
知
見
に
則
っ
て
疾
病
に
悩
む
病
者
の
「
精
神
」
の
構
造

を
分
析
し
て
い
っ
た
結
果
、
必
然
的
に
み
ず
か
ら
が
確
信
し
て
い
た

「
宗
教
」
の
医
療
に
お
け
る
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
見
出
し
て
い

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
三
節
で
論
じ
た
倫
理
的
意
義
に
お
い
て
も
、

第
四
節
で
論
じ
た
治
療
的
意
義
に
お
い
て
も
、
根
本
的
に
「
宗
教
の

心
」
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
意
識
に
明
瞭
な
ら
ざ
る

「
或
物
」
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
こ
と
を
前
提
に
医
者
と
患
者
が
人

間
の
あ
り
方
を
自
覚
し
治
療
に
臨
む
こ
と
の
重
要
性
を
、
富
士
川
は

認
識
し
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
末
節
で
は
、
富
士

川
の
医
療
論
の
特
質
に
つ
い
て
改
め
て
ま
と
め
た
い
。

五
、
結
論

　

本
稿
で
は
、
富
士
川
游
の
医
療
論
が
、
明
治
末
期
に
展
開
さ
れ
た

近
藤
常
次
郎
や
長
尾
折
三
の
医
療
論
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
彼
ら
の
医
療
論
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
た
問

題
意
識
と
は
、
改
め
て
述
べ
れ
ば
、
人
間
と
は
身
体
的
で
あ
る
と
と

も
に
精
神
的
な
存
在
で
あ
り
、
両
者
の
あ
り
方
は
不
可
分
に
結
び
つ

い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
身
体
的
な
治
療
に
傾
斜
し
た
「
自
然
科
学
」

の
知
見
に
基
づ
く
現
状
の
「
医
術
」
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
点

で
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
共
有
す
る
中
で
、
そ
の
課
題
克
服

と
し
て
、『
医
術
と
宗
教
』
に
お
い
て
「
宗
教
の
心
」
の
倫
理
的
意

義
と
治
療
的
意
義
を
富
士
川
は
主
張
し
た
。 

　

富
士
川
の
言
説
の
よ
う
に
、
医
療
論
の
文
脈
に
お
い
て
「
宗
教
の

心
」「
或
物
」「
来
世
の
思
想
」
な
ど
の
意
義
に
つ
い
て
主
張
す
る
こ

と
は
、
一
見
す
る
と
医
療
の
科
学
性
の
否
定
、
あ
る
い
は
医
療
の

「
学
問
」
か
ら
の
乖
離
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
富
士
川
の
認
識
に
即
し
て
い
え
ば
、「
宗
教
」
は
「
科

学
」「
学
問
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
医
療
に
お
い
て
「
宗

教
」
を
要
請
す
る
こ
と
が
同
時
に
医
療
の
科
学
性
の
否
定
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
富
士
川
に
お
い
て
、「
科
学
」
と
「
宗
教
」

は
あ
く
ま
で
も
両
立
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

自
然
科
学
と
宗
教
と
は
互
に
そ
の
領
分
を
異
に
し
て
、
し
か
も
、

そ
れ
が
併
行
し
て
あ
ら
は
れ
て
、
我
々
の
生
活
を
円
満
な
ら
し

め
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
科
学
は
我
々
の
理
性
に
よ
り
て
、
思

議
す
べ
き
世
界
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
宗
教
は
我
々
の
理
性

に
よ
り
て
思
議
す
べ
か
ら
ざ
る
世
界
で
あ
る
。（
中
略
）
自
然
科

学
者
は
そ
の
知
識
の
範
囲
を
出
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
そ
れ
に
対

し
て
宗
教
家
は
科
学
の
手
が
届
か
ぬ
感
情
の
境
界
に
裡
に
閉
ぢ

籠
つ
て
居
る
。
さ
う
し
て
、
自
然
科
学
者
は
自
由
に
そ
の
研
究
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を
な
し
て
す
こ
し
も
宗
教
の
攻
撃
を
恐
る
る
こ
と
が
無
い
。
こ

れ
に
対
し
て
宗
教
は
毫
も
科
学
か
ら
し
て
弱
ら
せ
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
、
従
つ
て
又
何
等
の
障
碍
な
く
そ
の
主
観
的
の
感
情
に

そ
の
身
を
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
／
か
や
う
に
し

て
、
自
然
科
学
者
は
誰
で
も
常
に
宗
教
家
と
な
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る（

（3
（

。（
／
は
原
文
改
行
）

富
士
川
に
お
い
て
、「
自
然
科
学
」
と
「
宗
教
」
は
、「
理
性
」
と

「
感
情
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
領
分
を
異
に
し
て
お
り
、
一
方
が
他
方

を
排
斥
す
る
よ
う
な
関
係
性
に
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
医
療
論
に
お
い

て
も
、
一
方
で
自
然
科
学
の
知
見
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
他
方
で

「
宗
教
の
心
」
の
意
義
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
富
士
川
の
医
療
論
に
お
い
て
は
、「
学
問
」
あ
る
い
は

「
客
観
性
」
と
い
う
価
値
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
に
「
宗
教
」
の
意
義

が
論
じ
ら
れ
る
た
め
、「
客
観
性
」
と
「
主
観
性
」
そ
れ
ぞ
れ
を
代

表
す
る
「
学
問
」
と
「
宗
教
」
が
両
立
す
る
形
で
治
療
の
過
程
に
お

い
て
駆
使
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
医
療
論
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
、
近
代
日
本
の
医
療
論
と
し
て
、
富
士
川
の
医
療
論
の
特

筆
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。

注
（
1
）　

富
士
川
游
の
経
歴
に
関
し
て
は
、「
富
士
川
先
生
」
刊
行
会
編

『
富
士
川
游
先
生
』（「
富
士
川
先
生
」
刊
行
会
、
一
九
五
四
年
）、
富

士
川
英
郎
『
富
士
川
游
』（
小
沢
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

（
2
）　

本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、「
医
療
」
と
い
う
語
を
実
践
的
な
疾

病
の
治
療
行
為
の
意
味
に
限
定
し
て
用
い
る
。
ま
た
、「
医
学
」
と

い
う
語
を
、
人
体
や
疾
病
の
構
造
と
機
能
、
そ
し
て
疾
病
の
治
療
の

方
法
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
理
論
の
体
系
、
あ
る
い
は
医
療
・
医
学

と
は
何
か
を
思
索
す
る
学
問
的
営
為
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
特
定

の
「
医
療
」
は
特
定
の
「
医
学
」
に
基
づ
き
、
両
者
は
い
ず
れ
も
歴

史
的
・
文
化
的
・
社
会
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
以

上
の
用
語
に
関
し
て
は
、
佐
藤
純
一
「
医
学
」（
進
藤
雄
三
・
黒
田

浩
一
郎
編
『
医
療
社
会
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一

九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
3
）　

富
士
川
英
郎
編
『
富
士
川
游
著
作
集
』（
全
十
巻
）
に
は
、
医

史
学
の
業
績
の
他
に
、『
医
科
論
理
学
』
や
『
医
術
と
宗
教
』
な
ど

の
医
学
論
・
医
療
論
、
ま
た
医
療
制
度
に
関
す
る
論
考
、
あ
る
い
は

性
欲
研
究
や
人
性
研
究
に
関
す
る
論
考
、
さ
ら
に
日
記
や
書
簡
な
ど

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
富
士
川
の
後
半
生
に
あ
た
る
大
正

期
以
降
に
展
開
さ
れ
た
宗
教
論
の
ほ
と
ん
ど
が
未
収
録
で
あ
る
。

（
4
）　

富
士
川
の
医
療
論
と
宗
教
論
の
関
係
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
先

行
研
究
と
し
て
は
、
前
田
晶
子
「
富
士
川
游
と
治
療
教
育
学
─
教
育

病
理
学
に
お
け
る
〝
治
療
〟
と
〝
教
育
〟
の
架
橋
─
」（『
日
本
の
教

育
史
学
』
第
五
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
前
田
氏
の
論
考
は

富
士
川
の
児
童
に
関
す
る
研
究
を
主
題
と
す
る
も
の
で
、
富
士
川
の

医
学
論
・
医
療
論
と
宗
教
論
の
重
な
り
合
う
点
に
彼
の
児
童
研
究
が
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195　富士川游の医療論における「宗教」の意義

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
富
士
川
の
宗
教
論
に

関
す
る
論
考
は
、
拙
稿
「
富
士
川
游
の
宗
教
論
の
展
開
─
「
科
学
」

と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
四
六
号
、

二
〇
一
四
年
）、
土
屋
久
・
堀
口
久
五
郎
「
富
士
川
游
の
宗
教
思
想

─
「
内
観
」
か
ら
「
妙
好
人
」
へ
─
」（『
生
活
科
学
研
究
』
第
三
四

号
、
二
〇
一
一
年
）、
吉
田
久
一
「「
自
然
法
爾
」
に
つ
い
て
─
福
祉

実
践
の
根
底 

親
鸞
と
富
士
川
游
─
」（『
東
洋
大
学
児
童
相
談
研
究
』

第
五
号
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
医
療
論
と
の

関
係
性
を
主
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
5
）　

中
川
米
造
『
医
学
の
弁
明
』（
誠
信
書
房
、
一
九
六
四
年
）。

（
6
）　

中
川
米
造
、
前
掲
書
、
一
一
─
一
二
頁
。
さ
ら
に
、
中
川
米
造

「
富
士
川
游
生
誕
一
〇
〇
年
」（『
科
学
史
研
究
』
第
Ⅱ
期
第
七
六
号
、

一
九
六
五
年
）
を
参
照
。

（
7
）　

佐
藤
純
一
「
近
代
医
学
・
近
代
医
療
と
は
何
か
」（
高
草
木
光

一
編
『
思
想
と
し
て
の
「
医
学
概
論
」
─
い
ま
「
い
の
ち
」
と
ど
う

向
き
合
う
か
─
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）。

（
8
）　

雑
誌
『
人
性
』
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
同
雑
誌
と
富
士
川
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
原
洋
子
「
富
士
川
游
と
雑
誌
『
人
性
』」

（『『
人
性
』
解
説
・
総
目
次
・
索
引
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

を
参
照
。

（
9
）　

富
士
川
游
「
人
性
」（『
人
性
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
五

年
）、
一
頁
。
原
文
は
片
仮
名
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
読
み
や

す
さ
を
考
慮
し
て
平
仮
名
に
改
め
た
。
さ
ら
に
、
漢
字
は
適
宜
当
用

漢
字
に
改
め
た
。
こ
の
他
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。

（
10
）　

近
藤
常
次
郎
に
関
し
て
は
、
小
山
文
雄
・
五
十
子
敬
子
『
仰
臥

の
医
師
近
藤
常
次
郎
─
終
末
期
医
療
へ
の
提
言
─
』（
批
評
社
、
二

〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
11
）　

近
藤
常
次
郎
『
続
仰
臥
三
年
』（
博
文
館
、
一
九
〇
四
年
）、
四

頁
。

（
12
）　

近
藤
常
次
郎
、
前
掲
書
（
一
九
〇
四
年
）、
五
頁
。

（
13
）　

近
藤
常
次
郎
、
前
掲
書
（
一
九
〇
四
年
）、
四
頁
。

（
14
）　

中
西
直
樹
『
仏
教
と
医
療
・
福
祉
の
近
代
史
』（
法
蔵
館
、
二

〇
〇
四
年
）、
九
二
─
九
八
頁
。

（
15
）　

こ
こ
で
の
富
士
川
の
医
療
事
業
の
記
述
に
つ
い
て
は
、『
吉
田

久
一
著
作
集
』（
第
六
巻
、
川
島
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
一
三
七
─

一
三
八
頁
、
及
び
一
四
七
頁
を
参
照
。

（
16
）　

長
尾
折
三
の
『
噫
医
弊
』
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
純
一
、
前
掲
書

（
二
〇
一
三
年
）、
八
三
─
八
五
頁
を
参
照
。

（
17
）　

煙
雨
楼
主
人
『
噫
医
弊
』（
一
九
〇
八
年
）。
引
用
は
、
長
尾
喜

八
編
『
噫
医
弊
─
長
尾
折
三
集
一
─
』（
春
秋
社
、
復
刻
版
一
九
八

二
年
）、
一
七
一
頁
。「
煙
雨
楼
主
人
」
は
長
尾
折
三
の
筆
名
で
あ
る
。

（
18
）　

煙
雨
楼
主
人
、
前
掲
書
、
一
七
五
頁
。

（
19
）　

煙
雨
楼
主
人
、
前
掲
書
、
一
七
二
─
一
七
三
頁
。
原
文
の
傍
点

は
省
略
し
た
。
こ
の
他
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。

（
20
）　

煙
雨
楼
主
人
、
前
掲
書
、
一
七
四
頁
。

（
21
）　

近
藤
常
次
郎
『
仰
仰
三
年
』
博
文
館
、（
一
九
〇
三
年
）、
二
二
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三
頁
。

（
22
）　

富
士
川
游
「
人
性
の
研
究
」（『
人
性
』
第
九
巻
第
七
号
、
一
九

一
三
年
）。
引
用
は
、
富
士
川
英
郎
編
『
富
士
川
游
著
作
集
』（
第
九

巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
）、
三
八
二
頁
。

（
23
）　

前
掲
『
富
士
川
游
著
作
集
』
第
九
巻
、
三
八
五
頁
。

（
24
）　

近
藤
常
次
郎
、
前
掲
書
（
一
九
〇
三
年
）、
七
一
─
七
二
頁
、

及
び
二
二
三
頁
。

（
25
）　

注（
20
）の
史
料
。

（
26
）　

大
正
期
以
降
の
富
士
川
の
宗
教
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
掲

の
拙
稿
（
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
27
）　

以
下
、『
医
術
と
宗
教
』
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
前
掲
『
富
士

川
游
著
作
集
』
第
二
巻
（
一
九
八
〇
年
）
に
よ
り
、
引
用
の
際
は
頁

番
号
の
み
本
文
に
略
記
す
る
。

（
28
）　

富
士
川
游
『
宗
教
の
教
養
』（
第
一
書
房
、
一
九
三
八
年
）、
四

九
─
五
〇
頁
。

（
29
）　

富
士
川
が
宗
教
論
に
お
い
て
「
内
観
」
の
重
要
性
を
説
い
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
土
屋
久
氏
・
堀
口
久
五
郎
氏
の
前
掲
論
文

（
二
〇
一
一
年
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
30
）　

富
士
川
游
「
安
楽
往
生
」（『
芸
備
医
事
』
第
四
三
号
、
一
八
九

九
年
）、
同
上
「
雑
抄
（
病
人
の
心
理
）」（『
中
外
医
事
新
報
』
第
五

三
二
─
五
三
三
号
、
一
九
〇
二
年
）、
同
上
「
不
死
論
」（『
人
性
』

第
二
巻
第
一
─
二
号
、
一
九
〇
六
年
）、
同
上
「
医
学
上
よ
り
見
た

る
死
」（『
中
央
公
論
』
第
二
八
年
第
九
─
一
〇
号
、
一
九
一
三
年
）

な
ど
。

（
31
）　

富
士
川
游
「
親
鸞
聖
人
」（『
法
の
園
』
第
三
一
五
号
、
一
九
一

五
年
）、
三
九
頁
。

（
32
）　

前
掲
『
宗
教
の
教
養
』、
一
七
五
─
一
七
六
頁
。

�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
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